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埋蔵文化財調査に関する提出書類の記入方法 

この度は文化財保護にご協力いただき、ありがとうございます。調査に関して、下記の書類が提出必要

になります。作成にあたりまして、記入上の注意点、必要部数を確認し、誤りがないようご記入願います。 

 

〈提出部数、綴り方〉 

・各 1 部提出してください。（イの書類は下記記載のとおり必要部数をお願いします。） 

・書類は近江八幡市を経由して滋賀県知事へ提出いたします。市保管分と県提出分を含めた数です。 

綴じ方―ア、イ、ウ、エ、オ、添付書類 

 

 

 

 

 

〈その他、注意事項〉 

・様式ウ・エ・オの書類は文化財保護法において周知の遺跡内で工事等を行う場合に提出が義務づけられ

ている書類です。したがって発掘調査が過去に実施され、申請地で調査をする必要がないと判断される

場合でも様式ウ・エ・オの書類は提出が必要です。（この場合ア・イの書類は提出不要です） 

 

・各書類の押印は令和 4年度より不要となりました。 

印鑑不要となっておりますが、内容について、申請者・土地所有者・業者の間でトラブルが発生した事

案があります。 

印鑑は不要ですが、必ず申請者・土地所有者の同意を得てから提出してください。 

 

 

 

〈個人情報収集の目的〉 

・提出いただいた個人情報は、埋蔵文化財保護策決定、埋蔵文化財発掘調査および、各種通知、回答文書

送付のために使用いたします。また、調査結果の公表にあたって遺跡の所在地としての「住所」以外の

情報は原則公開いたしません。歴史資料、文化財資料として公開が必要な場合、必ず本人に情報の公開

可否について同意を得ることといたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の内容にご不明な点がございましたら担当までご連絡ださい。 
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〈記入方法〉 

様式ア 

 

 

 

依頼者（できるだけ連名は避けてください）の   

住所・氏名を記入してください。 

 

１.）工事対象の場所を地番で記入してください。

筆数が多く書ききれない場合を除き、すべての地

番を記入してください。 

「…他何筆」という書き方はしないでください。 

２.)工事対象部分の面積を記入してください。 

造成の場合は敷地全体、既存宅地の建て替えの場

合は建築面積を記入してください。 

３.４.）当てはまるものに〇をしてください。 

当てはまるものがない場合、その他に簡潔に記入

してください。 

 

 

 

協議窓口の連絡先を記入してください 

 

計画図面イ～ニ  

イ 位置図  ・・・1/2500 が望ましい。工事の場所がわかるよう「しるし」を付けてください 

ロ 現況平面図・・・1/200か 1/250 が望ましい。土地測量図など工事前の現況平面図 

ハ 計画平面図・・・1/200か 1/100 が望ましい。敷地全体と工事対象範囲がわかる図面（配置図）。加えて建 

物の場合、1 階平面図と基礎配置のわかる図面 

計画立面図は、建物の階数をいずれかの添付図、書類に明記すれば添付の必要なし。 

二 基礎伏図、基礎断面図、造成計画断面・・・1/50～1/100 程度が望ましい。現地表面以下の細部、掘削の深 

     さがわかる図面。 

造成計画断面図の場合、現況からの深さが数字で明記されてい 

れば平面図の縮尺に合わせていただいても結構です。 

 

埋蔵文化財は、地下に包蔵されている文化財全てを対象としています。この図面で調査の手法を確定しますの

で必ず添付してください。 

なお、「配置図」に現況平面が記されている場合、現況平面図はなくても結構です。 

添付書類は A3サイズ以下で提出してください。

この書類は、市に発掘調査を依頼するもので

す。埋蔵文化財包蔵地内で工事計画がある場合

は提出が必要です。 

 

＊求積図は不要です＊ 



3 

 

様式イ 

 

 

 

 

＊同意書は工事対象地の土地所有者が複数の場

合、所有者一人につき１枚の提出が必要です 

 

土地所有者の住所・氏名を記入してください。 

 

工事対象の場所を地番で記入してください。 

ここに記入する地番は筆数が多くてもすべての地

番を記入してください。 

もし、書ききれない場合は別紙に記入してください。 

 

上記地番の合計面積を記入してください。 

 

提出枚数：土地所有者分 

 

様式ウ 

 

 

 

届出者の住所・氏名を記入してください。 

様式アの書類と同じ方を記入してください。 

 

 

【通知】とは地方公共団体が届出するときのこと

を言います。したがって、【届出】に〇をお願いし

ます。 

 

 

 

様式アに記入していただいた場合は再度記入いた

だく必要はありません。 

 

 

 

この書類は、申請した土地への発掘調査の同

意、発見した出土文化財の所有権を放棄すると 

いう内容です。 

 

 

この書類は、様式ウ・様式エの書類を滋賀県知事

あてに提出を依頼するという書類です。 
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様式エ 

 

 

 

届出者の住所・氏名を記入してください。 

 

 

【通知】は地方公共団体が届出するときのことを

言います。したがって、【届出】と【第９３条の第

１項】に〇をお願いします。 

 

１の別記 1 とは下記で説明する様式オの書類を指

します。 

２・３の書類は様式アに記載してある計画図面で

対応可能です。 

 

 

様式オ 

 

 

枠内の１～３、５～１０を記入してください。 

１）工事の場所を地番で記入してください 

２）工事対象部分の面積を記入してください 

３）土地所有者の住所氏名を記入してください。 

所有者が複数の場合、代表者と他何名で結構です。 

住所は代表者のみ記入してください。 

 

４）市で記入いたします。空欄でも結構です。 

 

５）様式アと同じものに〇をつけてください。 

工事の概要は「木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造

など構造を示す内容、水田埋立造成、森林掘削造成、

地盤改良など現状変更内容を記入してください。 

６）工事の主体者＝施主 

７）施行責任者＝施工業者 未定の場合は【未定】

と記載してください。 

８）工事の着手・終了予定を記入してください。 

この書類は、埋蔵文化財包蔵地内での工事を滋

賀県知事あてに届け出るものです。 

 

 

この書類は、工事の詳細を記すものです。 

 

 


